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地域交流課

　超深地層研究所掘削土に関する質問（2005年8月30日付け）について、

次のとおり回答いたします。
質問

１．超深地層研究所の掘削作業において、ウラン鉱床での掘削が終了し、ウランを含む掘削土の排出が終わるのは、だいたい何月何日ごろと予定していますか。
回答

　微量のウランが含まれる（普通の土砂よりウラン濃度が高い）と想定した深度は、主立坑及び換気立坑とも深度約120ｍから花崗岩直上の深度約180ｍ（推定深度）です。9月26日現在、主立坑は深度約160ｍ付近を、また換気立坑は深度約165ｍ付近を掘削中です。

　主立坑、換気立坑ともに10月上旬に深度約180ｍに到達する予定です。

質問

２．貴センターはホームページで、研究坑道掘削工事に伴う環境管理掘削状況として、空間放射線量率と、水中ウラン濃度の測定値を公表しています。
（１）空間放射線量率は、どのような方法で測定しているのですか。
　・測定している頻度はどれぐらいですか。（１日に何回で、１回当たり何分

　　など）
　・日付をつけて公表している測定値は、その日の測定値の平均ですか、或い

　　は一週間の平均値ですか。
　・使用している測定器の種類は何ですか。γ線だけを測定するものですか。
回答

　空間放射線量率測定については、週１回の頻度にて測定を行い、その測定値を公表しています。測定はγ線測定用のアロカ社製ＴＣＳ−１５１型（１cm線量当量率測定器）を用いており、測定に要する時間は１回あたり５分程度です。

サイクル機構ホームページにて公表している測定値は、上記の測定を行った時間における空間放射線量率値です。

（２）水中ウラン濃度は、どのような方法で測定しているのですか。
　・測定している頻度はどれぐらいですか。（１日に何回、或いは何日に１回

　　か、測る時間帯やタイミングなど）
　・日付をつけて公表している測定値は、その日の測定値ですか、或いは一週

　　間の平均値ですか。
　・使用している測定器の種類は何ですか。
回答

　水中のウラン濃度については、週１回の頻度にて当該地点における水試料

（１リットル）を採取し、分析しています。

　ウラン濃度の分析にはセイコーインスツルメンツ社製ICP質量分析装置（SPQ9200）を用いています。サイクル機構ホームページにて公表している分析値は、上記の採取を行った時間に当該場所を流れていた水に含まれるウラン濃度です。

質問

３．ホームページで公表されている測定値によると、８月５日は水中ウラン濃度が２ヶ所とも他の日よりも高い値を示しています。この理由は何だと考えていますか。
回答

　水中のウラン濃度の変動については、降水量等によって変動するものと理解しています。8月5日以降においても、水中ウラン濃度は変動をしています。

　サイクル機構と致しましては、定期的な環境管理測定を継続して行い、自主的に定めた管理目標値（75ppb）を超えないよう常に監視、対処していく予定です。

質問

４．ウランを含む残土堆積場について

（１）堆積場の直近では空間放射線量率は測定していますか。

（２）もし測っているとすれば、その数値を公表してください。
（３）また、その測定の地点、測定頻度と測定方法についても教えてください。
（４）ウランを含む残土の１センチメートル線量当量を測っていますか。
（５）もし測っているとすれば、その数値を公表してください。
（６）また、その測定の地点、測定頻度と測定方法についても教えてください。
回答

　市民の方々が散策する“花木の森散策路”のうち、もっとも堆積場に近い地点における空間放射線量率を測定し、既にホームページにて公表しています。

　堆積場における空間放射線量率については、当該掘削土の搬入堆積により、日々形状等が変化しているので、測定値には変動があります。これまでのところ、0.14〜0.38μSv/h（マイクロシーベルト毎時間）の測定値が得られています。

　サイクル機構と致しましては、当該掘削土の搬入堆積終了後速やかに、堆積場直上における空間放射線量率をこの地域の空間放射線量率並みに押さえることを目的として覆土を行い適切に管理していく予定です。

　なお、測定方法等については、前記２（１）の回答と同様です。

質問

５．ウランを含む残土堆積場から流出する水について
（１）堆積場にもっと近い、公表されている測定ポイントよりも上流の地点で

　　は、水中ウラン濃度を測定していますか。
（２）もし、測定しているとしたら、その数値を公表してください。
（３）また、その測定の地点、測定頻度と測定方法をおしえてください。
回答

　当該掘削土の影響を受けない上流の地点において、水中のウラン濃度測定を実施しています。これまでのところ、定量下限値以下〜1.16ppbの測定値が得られています。本測定値については、サイクル機構ホームページにて既に公表しています。

　なお、測定方法については、前記２（２）の回答と同様です。

質問

６．安全確認委員会で配布された資料（その２）では、水中ウラン濃度の「② 
　　堆積場下流（沈砂池）」に「必要に応じて対象土を袋詰めし（フレコンバ

　　ッグ等）、堆積場で管理」という記述があります。
（１）ここで「必要に応じて」という時の、「必要」とはどのような時のこと

　　　ですか。
（２）堆積場の残土は袋詰めにはしないのに、ここでの「対象土を袋詰め」に

　　　するのは何故ですか。

回答

　当該掘削土の堆積場への搬入作業期間中に、水中のウラン濃度が75 ppbに近づくような場合には掘削土と雨水が直接、接触しないようフレコンバッグ等に袋詰めすることとしています。

　なお、堆積場は当該掘削土の搬入堆積終了後速やかに覆土を行い、外周側溝やブルーシート等により雨水が直接堆積場内に浸透しないように措置します。

質問

７．ウランを含む残土から発生するラドン濃度について
（１）堆積場周辺でラドン濃度の測定をしていますか。
（２）しているとしたらその測定の地点、測定頻度、及び測定方法をおしえて

　ください。
（３）測定した数値を公表してください。
回答

　瑞浪市から賃貸借している用地の南側（沈砂池脇）境界付近にて平成16年度より、空気中の平衡等価ラドン濃度測定を実施しています。これまでのところ、6.4〜7.5Bq／㎥（ベクレル毎立方メートル）の測定値が得られています。

　測定方法は、三ヶ月間の積算方式です。

質問

８．研究所立坑施設について

（１）発破後の掘削土はどの段階で放射線量を測定しますか。

（２）掘削土は全て用地内の堆積場に運んでいますか。

（３）研究所立坑中のラドン濃度は測っていますか？
（４）ウラン鉱床掘削期間中の作業者の被曝を防ぐための措置はどうしていま

　　すか。
（５）立坑からの空気の排気口は施設のどこにありますか。
回答

（１）掘削土は、坑内からズリキブルによって一旦櫓防音ハウス内のズリピッ

トに仮置きされます。このズリピット内にて空間放射線料率を測定して

います。

（２）主立坑及び換気立坑ともに、深度約120ｍから現時点における掘削深度ま

での掘削土全量を堆積場に搬入しています。

（３）（４）一括回答

換気立坑内の深度約133ｍ付近（スカフォード上）にて平衡等価ラドン

濃度測定を実施しましたが、当該箇所における空気中の平衡等価ラドン

濃度は4.9Bq/㎥でした。また、櫓防音ハウス内のズリピット横におけ

る平衡等価ラドン濃度は2.3Bq/㎥と、いずれの測定値も一般環境中の

平衡等価ラドン濃度（3.9〜20.3Bq/㎥:平成16年度環境放射線測定値、

瑞浪・土岐市内12点；サイクル機構測定）と変わりませんでした。

（５）現在のところ、主立坑及び換気立坑ともに立坑坑口以外の排気口はあり

ません。将来的には換気立坑の付属施設である扇風機坑道を利用した全

体換気を行う予定です。

質問

９．ウランを含む掘削土による環境への影響について、事業者である貴センターの測定以外にも、利害関係のない大学などの第三者に依頼して放射能測定をしてもらいたいと考えています。これは、私たちや地域住民が納得し安心するために必要なことだと思いますが、可能ですか。
回答

　サイクル機構と致しましては、本掘削土に関する取り扱いについて十分な環境管理測定を行い、ホームページでその結果を公表し、堆積にあたっては防災対策等必要な措置を講じています。

　また、環境管理測定に関しては、第三者によるチェック（岐阜県、瑞浪市、超深地層研究所安全確認委員会の地元代表委員の立会い等）について、今後関係者と協議していきたいと考えています。

　今後も、地域住民の方々にご理解、ご協力頂けるよう務めてまいります。

以　上
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